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自動車製造（群馬製作所）における主な投入資源量と発生物総量
　スバル車を製造する群馬製作所を中心とした２００9年度の主な投入
資源の量と環境への排出量は下図のとおりです。
［下記表中の数値：1群馬製作所、2当社全体、3国内関連企業部会５社合計、4北米環境委員会5社合計］

クリーンな工場

生産段階での取り組み
スバルでは、ムダ・ロスを排除し工数や製造原価の低減を行いながら、省エネルギー活動にも積極的に取り組み、環
境保全への取り組みを推進しています。
また、廃棄物埋立量については、2004年度に全生産事業所においてゼロレベルを達成し、
現在も継続中しています。

生産段階での取り組み

CO2排出量削減と省エネルギー活動
　当社では、これまでに天然ガスコージェネ
レーションシステム導入、重油ボイラーのガ
スボイラー化、待機電力の削減、エネルギー
多量消費工程に的を絞った省エネルギー
活動の展開など、CO2排出量削減と省エネ
ルギーのためにさまざまな活動を展開して
きました。年度により生産量の増減なども
ありますが、2009年度のCO2総排出量は
約１９６．５千ton-CO2となり、1990年度比
28%の低減となりました。
　第4次環境ボランタリープランで掲げてい
る2010年度に「1990年度比15%のCO2
総排出量の削減」という目標に対し、「1990
年度比22%のCO2総排出量の削減」に上乗
せした目標を設定しチャレンジしています。

代替フロン（ＨＦＣ１３４ａ）の大気放出量の低減活動
　群馬製作所の自動車生産ラインでは、エアコンガス用の冷媒として
使用されている代替フロン（ＨＦＣ１３４ａ）の大気への放出量を削減す
るため、これまでにエアコンガス注入時や回収時の漏れを極小化する
取り組みを重ねてきました。その結果、２００３年度からは１９９６年度
実績に対して９５％以上の大気放出量削減を達成、２００６年度からは
約９７％の削減を達成し、継続しています。

地球温暖化防止活動

自動車製造の群馬製作所では、｢省エネ 
ケチケチ活動｣ の名称で製造部門各課単
位で毎月改善アイテムの抽出や省エネパ
トロールなどを実行し、「きめる、とめる、
なおす、さげる」を合言葉に、全員参加
で省エネ活動を進めています。
なお2010年度からは、名称を「エコ
エコ活動」に変えて活動を進めています。

群馬製作所の省エネ活動

活動状況を共有しているイントラネットのページ

活動の展開文

◆投入資源の量と環境への排出量

物質投入量 約444千ｔｏｎ

廃棄物関係

約155.5千ton-CO2
約196.5千ton-CO2
約25.0千ton-CO2
約101.9千ton-CO2

大気への放出
CO₂排出量 ＰＲＴＲ対象物質排出量
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約2,200千m³
約2,800千m³
約570千m³

水域への排出
排出量 ＰＲＴＲ対象物質排出量
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0.5ton
0.5ton
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61,343ton
64,936ton
7,263ton

25,018ton
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6.3ton
501ton
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群馬製作所
富士重工業全事業所
国内関連企業部会5社
北米環境委員会5社

1
2
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3,047ｔｏｎ
3,137ton
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リサイクル率
100％

100％

91.6％

1
2
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● 金属材料（鉄、アルミなど）
● 非金属材料（樹脂、塗料など）
PRTR対象物質取扱量

エネルギー消費量（原油換算）
96.3千kℓ
121.9千kℓ
13.6千kℓ
52.1千kℓ

1
2
3
4

水使用量
2,230千m³

2,838千m³
574千m³

1
2
3
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自社焼却物・
直接埋立物はありません

外部中間処理後の埋立物
0.0〈0.0〉

(単位：ｔon)  
〈　〉内は自動車製造分
 のみの数値

金属くず再資源化量
56,416〈54,967〉

社内リサイクル量（アルミニウムなど）
1,859〈1,859〉

廃棄物の社内中間処理および
外部中間処理後の再資源化量
6,662〈4,518〉

廃棄物量
[金属くず含む産業廃棄物＋特別管理産業廃棄物
  ＋事業系一般廃棄物]

64,936〈61,343〉

埋め立て物発生量は全工場でゼロレベルを継続中
　当社では、２００４年度から廃棄物のゼロエミッションを継続達成しています。
２００９年度の廃棄物発生量とその処理概要は下図のとおりです。

クリーンな工場

廃棄物削減

◆２００9年度全事業所および自動車製造（群馬製作所）の発生物発生量と処理の概要

主な廃棄物 主な再資源化方法
排水処理場汚泥 セメント原料
塗料カス 製鉄用還元剤
廃プラ ＲＰＦ（固形燃料）など
紙くず 再生紙、ＲＰＦなど

廃棄物削減への取り組み
　当社では、ゼロエミッションの継続はもちろん、廃棄物
が発生すること自体をムダと考え、発生量を削減する取り
組みを進めています。
　生産工程で使用する原材料の歩留まり向上や、塗装工
場で使用する塗料の塗着効率の向上などの取り組みを進
めて、資源の有効利用に努めています。
　右のグラフは、自動車部門の副産物（金属くずやアルミ
などの非鉄くず）の発生量を製品の生産高で割った指標で
す。２００9年度は6.01と過去最良の値となりました。 また
目標値（資源有効利用促進法による副産物発生抑制計画
値）に対しては２００３年度から連続7年達成しています。

◆製品の生産高に対する副産物発生量の推移
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水資源の保全活動
　２００9年度水使用量は全事業所合計で約２,８38千ｍ³
で、前年度比15％の低減となりました。
　これは各事業所で、給水管の老朽更新のほか、漏れの

化学物質の管理活動（ＰＲＴＲ制度）
　当社ではＰＲＴＲ対象１８物質を使用しています。２００9
年度の排出量は全事業所合計で665トンとなり、前年度
に比べ約17トン削減できました。これは、自動車ボディー
や塵芥収集車の塗装工程で使用する洗浄用シンナーの
使用量低減などの取り組みによる成果です。
＊PRTR対象化学物質排出量などの推移については４６ページに掲載しています。

水質汚濁物質
　排水中の窒素・リン・ＢＯＤの全事業所の排出総量の推移
は46ページのグラフのとおりです。 
　また、２００9年度の定期測定の結果では1件の自主基
準値の超過がありました。詳細については45ページの環
境法規制の順守状況の「環境法規制値超過件数と内容」
欄に記載しています。

群馬製作所の塗装工程で発生するＶＯＣ
（揮発性有機化合物）
　２００9年度の塗装面積あたりのＶＯＣ排出量は
52.8ｇ／ｍ２で、2000年度実績に対して４2.2％削減と
なり、第4次環境ボランタリープラン※1の目標を前倒しし
て達成しています。これは、塗装工程の洗浄用シンナー回
収率向上などの成果です。今後はさらに低減の上乗せに
取り組んでいきます。
※1　第4次環境ボランタリープラン目標値

2010年度末までに2000年度比30%以上低減する。

環境負荷物質の低減活動

水資源使用量低減への取り組み

大気汚染物質
　ボイラーなどの特定施設より排出される窒素酸化物
（NOx）、硫黄酸化物（SOx）の全事業所合計排出総量の
推移は46ページのグラフのとおりです。
　SOx、NOxともに２００9年度の定期測定の結果はすべ
ての測定個所で自主基準値を順守しています。

土壌・地下水汚染防止
　当社では、１９９８年より自主的に各事業所の土壌、地下
水の調査を行い、その結果を行政に報告してきました。宇
都宮製作所など土壌・地下水の浄化対策を行った事業所
においても、引き続き地下水のサンプリング調査を継続
的に行い、結果を行政に報告しています。

PCB機器などの保管状況
　当社では、法規を順守し、適切にＰＣＢを保管し、毎年度
届出を行っています。
　保管しているＰＣＢ含有機器（トランス・コンデンサー
など）については、２００６年３月に日本環境安全事業㈱
（JESCO）に早期処理の登録を行っており、２０１１年度
から処理・処分が開始される予定です。

＊そのほか、各事業所の特徴的な取り組みについては、63～92ページのサイトレポート
にも掲載しています。

点検などきめ細かな低減活動を実施してきた効果です。
ベンチマークとしている1999年度と比較しても54％の
低減と、半分以下の使用量となっています。
＊水使用量の推移については４6ページに掲載しています。
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スバルロジスティクスの取り組み
　完成車の輸送では、最適な輸送標準ルートの設定、モーダルシフ
トの推進、積載効率向上などの輸送の効率化を進めることで環境
負荷低減活動に貢献しています。また、スバルロジスティクスでは
同業他社と完成車の共同輸送の取り組みを進め、２００９年度の共
同輸送取扱量（他社への委託台数と他社からの受託台数の合計）
は、２９，９５４台となりました。
　２００９年度も、デジタルタコグラフの拡大、アイドリングストップ
装置、エコタイヤの装着を推進し、定期的に協力会社から走行距
離・燃費データを集約することでより精度の高いエネルギー消費量
（含むＣＯ２排出量）の把握を行いました。結果、前年比約１％の燃
費向上を達成し、年間１％以上のエネルギー消費量の低減を継続
的に行っています。

海外向けノックダウン部品梱包資材の再利用による資材削減活動
　ノックダウン部品の梱包荷姿設計を担うスバルロジスティックス部品物流本部では、梱包資材の再利
用化を柱に環境負荷低減活動に取り組んでいます。取り組み内容としては２００６年３月から発泡スチ
ロール梱包資材と真空成型梱包資材の再利用化を図り、２００８年度は資材購入を‘ゼロ’に抑え、すべて
再利用資材で出荷できました。また、２００９年度より導入した新規発泡スチロール梱包資材は、再利用化
を考慮にいれた部品梱包荷姿設計を行い、出荷を開始しました。
　今後はさらに再利用化を進めるため、現状梱包資材の総点検を行いリユース資材の拡大を図り、廃棄
物を発生させないよう取り組んでいきます。

クリーンな物流

物流における環境負荷低減に向けて
スバルでは、完成車輸送において最適な輸送ルートの設定、モーダルシフトの推進、
同業他社との完成車共同輸送の取り組みなどにより、環境負荷低減に貢献しています。
また、梱包資材の再利用による資材削減活動にも積極的に取り組んでいます。

完成車輸送における環境負荷の低減

梱包資材の再利用化
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◆発泡リユース対象資材取扱量推移 ◆発泡リユース対象資材購入量
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◆共同輸送取扱量の推移
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Close Up 東京スバル（株）が取り組みを披露
　2009年6月には、エコアクション21地域事務局東京中央主
催の「エコアクション21導入セミナー」において、東京スバル㈱
の添野常務がエコアクション21の導入を検討している企業の
皆さまに向けて「エコアクション21認証取得について」と題し
た講演を披露しました。
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エコアクション２１（EA21※1）の
認証取得を推進しています
　当社では、国内の販売特約店における環境
保全の取り組みを強化するために、環境省が
ISO14001※2をベースに策定した環境マネジメ
ントシステム「エコアクション21（EA21）」の導入
を推進しています。2008年9月から取り組みをス
タートし、2010年3月現在では、国内45社中20
社が認証を取得しています。引き続きＥＡ２１の認
証取得店の拡大を進めていきます。

※1　EA21の認証取得には以下の施策が求められます。
・ 環境マネジメントシステムの構築
・ CO₂排出量、廃棄物、水使用量の把握、削減目標の設定と取り組み
・ 環境活動レポートの定期的な作成と公表

※2　ISO14001の認証については以下の2社が取得継続しています。
 　　 ・ 富士スバル㈱　・ 大阪スバル㈱
※3　九州地区は、統括会社の「福岡スバル株式会社｣名で事業会社5社を

含めた合計6社一括で認証を取得しています。
※4　栃木スバル自動車㈱のEA21認証取得活動については、特集の15

ページで紹介しています。

クリーンな販売・サービス

クリーンな販売店の拡大を目指して
スバルでは、販売特約店における環境保全の取り組みを強化するために
環境マネジメントシステム｢エコアクション21｣の導入を推進しています。
お客さまの環境意識が高まるなか、エコカーの普及と同時にクリーンな販売店を目指して
取り組みを加速させていきます。

SUBARU販売特約店での環境保全取り組み
◆EA21の認証取得状況[2010年4月1日現在 取得順]

三重スバル自動車㈱の認証授与の様子 山陰スバル㈱の認証授与の様子 南信スバル㈱の認証

販売特約店名 認証取得日 認証・登録№ スバル新車
取り扱い店舗数

東京スバル㈱ 2009年1月27日     0003261 32 
埼玉スバル自動車㈱ 2009年2月25日 0003347 18
名古屋スバル自動車㈱ 2009年4月30日 0003592 19 
東四国スバル㈱ 2009年5月29日 0003691 10 
四国スバル㈱ 2009年5月29日 0003692 8 
広島スバル㈱ 2009年6月23日 0003777 8 
岐阜スバル自動車㈱ 2009年7月21日 0003889 9 
山口スバル㈱ 2009年7月31日 0003965 10 
三重スバル自動車㈱ 2009年8月28日 0004068 7 
神奈川スバル㈱ 2009年8月28日 0004069 24
山陰スバル㈱ 2009年8月28日 0004070 9 
岡山スバル自動車㈱ 2009年8月28日 0004071 7 
南信スバル㈱ 2009年9月29日 0004188 1
福岡スバル㈱

2010年3月11日 0004737※3

19 
西九州スバル㈱ 12
熊本スバル自動車㈱ 8
大分スバル自動車㈱ 5
南九州スバル㈱ 12
新沖縄スバル㈱ 3
栃木スバル自動車㈱※4 2010年3月18日 0004739 12




